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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第12期
第２四半期
連結累計期間

第13期
第２四半期
連結累計期間

第12期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 1,173,2431,170,6402,374,824

経常利益（千円） 211,703 168,372 418,894

四半期（当期）純利益（千円） 111,814 76,110 223,015

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
111,814 76,110 223,015

純資産額（千円） 1,624,4051,751,0631,742,830

総資産額（千円） 2,015,8272,228,3472,185,913

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
1,716.421,124.153,386.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
1,616.261,101.013,312.50

自己資本比率（％） 80.6 78.6 79.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
243,067 231,833 579,303

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△214,264△188,322△429,274

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△58,170 △72,614 △51,237

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
595,514 694,568 723,672

　

回次
第12期
第２四半期
連結会計期間

第13期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
926.87 532.26

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第12期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

　また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」の中で、「(6)ヤフー株式会社との関係につ

いて」の記載をしておりましたが、Yahoo!不動産入稿センターにおける業務委託契約（「Yahoo!不動産」新築住宅情

報に関する物件情報データを加工・入力し、掲載登録を行う業務）の終了契約書を平成23年8月23日付にて締結した

ことに伴い、当該記載における「Yahoo!不動産」新築住宅情報に関連する部分のリスクは解消しております。

なお、「Yahoo!不動産」賃貸住宅情報に関連する、賃貸ゲートキーパー業務に関する業務委託契約（物件情報デー

タを受領・整備し、納入する業務）及び、不動産情報取次に関する業務委託契約（物件情報掲載の取次特約店として

の業務）については、契約を継続しております。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間における重要な契約の異動は以下のとおりであります。

当第２四半期会計期間に終了が決定した契約

契約会社名 相手先の名称 契約締結日 契約名称 業務内容

当社 ヤフー株式会社
平成20年

12月1日

Yahoo!不動産入稿センター

における業務委託契約

「Yahoo!不動産」新築住宅情報に関連する物

件情報データを加工・入力し、掲載登録を行

う業務

（注）平成23年11月末日をもって終了いたします。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日～平成23年９月30日）における業績につきましては、売上高は

1,170,640千円（前年同期比0.2％減）、営業利益は167,866千円（前年同期比20.6％減）、経常利益は168,372千円

（前年同期比20.5％減）、四半期純利益は76,110千円（前年同期比31.9％減）となりました。なお、事業整理損及び事

業整理損失引当金繰入額の合計20,217千円を特別損失として計上しております。

連結業績概要

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

対前年同期

（千円） （千円） 差額（千円） 増減率（％）

売上高 1,173,243 1,170,640△2,602 △0.2

営業利益 211,406 167,866 △43,539 △20.6

経常利益 211,703 168,372 △43,331 △20.5

四半期純利益 111,814 76,110 △35,703 △31.9

セグメントの業績は、以下のとおりであります。なお、各業績数値は、セグメント間の内部取引消去前の金額で記載

しております。

（クラウドソリューション事業）

当社グループは、不動産業を営む企業を主な顧客として、不動産物件情報管理データベース・システムを中心とす

る不動産業務支援システムをクラウドサービスとして提供しております。消費者による不動産物件情報検索の多様化

ならびに情報ニーズの高度化という流れはますます強まる傾向にあり、その高度化する消費者ニーズは、不動産業の

情報産業化を強く促しております。不動産会社において、そのようなニーズに対応し、より良いサービスをエンドユー

ザー向けに提供していくために、不動産物件情報及び顧客情報のデータベース管理は不可避な状況となってきてお
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ります。また、不動産物件情報検索における主導権が消費者側に徐々に移行していく中で、不動産会社にとって顧客と

の適切な関係構築、顧客情報の管理、及び情報セキュリティ確保の重要性はますます高まりつつあります。加えて、不

動産業界においても事業継続性の確保、事業継続計画への対応の必要性が叫ばれる中で、その解決策としてのクラウ

ドサービスへの期待はますます高まりを見せております。当社グループは、不動産会社にとってコスト効率性の高い

クラウドサービスで、そのようなニーズに対応するデータベース・システムを不動産会社に提供することで、全国の

不動産会社の業務を支援するサービスを展開しております。

当第２四半期連結累計期間における営業体制につきましては、平成23年４月に営業推進本部を新設し、マーケティ

ング全般と既存顧客のフォローを専門とする部署の強化・拡充を図ってまいりました。販売促進活動としては、当社

のクラウドサービスを利用した成功事例や今後の不動産業におけるベスト・プラクティス等、不動産会社が興味を持

つテーマを取り上げたセミナーの開催に加えて、不動産関連の展示会に出展する等、当社のクラウドサービスをより

多くの不動産会社に紹介すると共に、引き続き新規顧客の開拓活動及び既存顧客へのフォローアップ営業活動にも注

力してまいりました。

クラウドサービスの新規開発につきましては、既存の各商品・サービスの機能拡充を随時実施してまいりました。

加えて、各商品・サービス及び各種オプション機能の機能強化並びにワンパッケージ化作業を推進しており、不動産

会社の基本業務全域をカバーする、より使いやすい新サービス（「ＥＳいい物件Ｏｎｅ」）の提供開始に向けたサー

ビス開発並びに準備作業に注力しております。

また、社内業務体制につきましては、内部統制の推進、業務効率化に向けた組織体制の見直し、及び社員のコストに

対する意識強化の徹底に継続的に取り組んでおり、当社商品・サービスのサービスレベル（サービスの安定提供・品

質）向上へ向けた社内体制の強化を図ってまいりました。

①売上高

クラウドサービスにおいては、当社の主力商品・サービスである不動産物件情報管理データベースを軸に、自社

ホームページ構築ツール、携帯電話ホームページ構築ツール、営業支援・顧客管理ツール等の当社拡販サービスの全

国規模での営業及び販促活動に注力してまいりました。

当第２四半期連結累計期間においては、既存顧客へのアップセル（追加機能・サービスの導入）が堅調であるこ

とに加えて、新規顧客につきましてもサービス開始当初から複数サービスをご利用いただける中堅規模の不動産会

社（比較的顧客単価の高い顧客）を獲得してきております。

また、2012年に控える新拡販サービス（「ＥＳいい物件Ｏｎｅ」）のリリースに備え、「初期費用無料キャンペー

ン」を実施することで、営業スピードを減速させずに、新サービスのリリースに向けて弾みをつけるべく、マーケ

ティング及び営業活動に取り組んでまいりました。

一方で、比較的小口の顧客を中心に事業の見直しや費用削減を目的としたサービス内容の見直し等による解約も

みられ、結果的に顧客数は横ばい基調となりましたが、解約率は減少基調にあり、また、顧客平均月額単価及び毎月の

売上高は、既存顧客へのアップセル及び比較的顧客単価の高い新規顧客を獲得したこと等により、当該解約の影響分

をカバーし、引き続き前年同期比ベースで増収基調を維持してまいりました。

これにより、クラウドサービスの顧客数は当第２四半期連結累計期間末時点において1,367社（2,016店舗）とな

り、売上高は761,864千円（前年同期比9.0％増）となりました。

クラウドサービスにおける拡販サービス月次売上高は638,567千円（前年同期比21.1％増）、全売上高に占める割

合は54.6％（前年同期44.9％）となりました。クラウドサービスにおける拡販サービスが当社の成長を牽引してお

り、一過性の売上に頼らない、安定的な月次料金収入を中心とする売上構造の確立が、益々進んできております。

また、クラウドサービス顧客平均月額単価（※１）については、当第２四半期連結会計期間において、７月実績約

95,200円／社、８月実績約95,400円／社、９月実績約95,400円／社となっております。
（※１）「物販等を除く、「当月のクラウドサービス売上高」を「当月のクラウドサービス顧客数（社数）」で除した数値で、100円未

満を切捨てにしております。

アドヴァンスト・クラウドサービスにおいては、ヤフー株式会社が運営する不動産情報サイトである「Yahoo！不

動産」に新築マンション及び新築一戸建て物件情報の掲載登録を行う入稿センター業務は、やや減少傾向にあり、ま

た、システム受託開発においては、従来の方針のもとに、受託案件を絞り込んでいる影響もあり、既存顧客向け追加シ

ステムの開発案件の積み上げはあったものの、トータルでは受注・納品は減少し、その結果、アドヴァンスト・クラ

ウドサービス全体の売上高は388,423千円（前年同期比14.4％減）となりました。

なお、ヤフー株式会社が運営する不動産情報サイトである「Yahoo！不動産」に新築マンション及び新築一戸建て

物件情報の掲載登録を行う入稿センター業務につきましては、平成23年11月末日をもって、当社からの当該業務の

サービス提供を終了する予定であります。
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ネットワーク・ソリューションにおいては、既存の受託運用サービスがほぼ前年並みに推移し、売上高は20,472千

円（前年同期比1.0％減）となりました。

②売上原価

主に前連結会計年度に導入したサーバ設備・システム基盤や、自社開発したクラウド形態の新商品・サービス等

のシステム・ソフトウェアの減価償却費及びシステム管理に係る費用、並びに開発に係る人件費等が計上されまし

た。また、平成23年４月に顧客サポート機能を有する部門及び人員を製造部門から販売管理部門へ移管させたことに

より、平成23年４月よりその分の人件費等が売上原価から販売費及び一般管理費に変更されました。その結果、

411,315千円（前年同期比11.6％減）となりました。また、当第２四半期連結累計期間に開発した自社商品（クラウ

ド形態の新商品・サービス）部分については、製造原価からソフトウェア仮勘定（資産科目）へ振替をしており

（完成・リリース時点でソフトウェア勘定に計上）、その振替額は185,836千円（前年同期比12.5％増）となってお

ります。

③販売費及び一般管理費

主に前述しました顧客サポートに係る人員の異動及び平成23年４月入社の新卒営業の増員に伴う人件費等の増

加、並びに本格稼働を開始した新基幹業務システム及び顧客情報管理システムに係る減価償却費・保守費用の増加

等の結果、592,283千円（前年同期比19.0％増）となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間におけるクラウドソリューション事業の売上高は1,170,760千円（前年同

期比0.2％減）、営業利益は167,161千円（前年同期比20.6％減）となりました。

　

クラウドソリューション事業の品目別売上高の概況は以下のとおりであります。

品目

前第２四半期連結累計期間

（自　平成22年４月１日

至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　平成23年４月１日

至　平成23年９月30日）

対前年同期

売上高（千円） 構成割合（％） 売上高（千円） 構成割合（％） 差額（千円） 増減率（％）

クラウドサービス 699,165 59.6 761,864 65.1 62,699 9.0

アドヴァンスト・クラウドサービス 453,708 38.7 388,423 33.2 △65,284 △14.4

ネットワーク・ソリューション 20,669 1.7 20,472 1.7 △197 △1.0

合　　　 計 1,173,543100.01,170,760100.0 △2,782 △0.2

クラウドソリューション事業の品目詳細別売上高の概況は以下のとおりであります。

品目詳細

前第２四半期連結累計期間

（自　平成22年４月１日

至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　平成23年４月１日

至　平成23年９月30日）

対前年同期

売上高（千円） 構成割合（％） 売上高（千円） 構成割合（％） 差額（千円） 増減率（％）

クラウドサービス 699,165 59.6 761,864 65.1 62,699 9.0

　 拡販サービス（注）1 567,201 48.3 652,551 55.8 85,349 15.0

　 　 初期 39,978 3.4 13,984 1.2 △25,994 △65.0

　 　 月次 527,223 44.9 638,567 54.6 111,343 21.1

　 拡販サービス以外（注）2 131,963 11.3 109,313 9.3 △22,650 △17.2

 ネットワーク・ソリューション　 20,669 1.7 20,472 1.7 △197 △1.0

 アドヴァンスト・クラウドサービス
（広告関連サービス）

43,168 3.7 34,409 2.9 △8,759 △20.3

 アドヴァンスト・クラウドサービス
（受託開発）

40,723 3.5 18,019 1.6 △22,703 △55.8

 アドヴァンスト・クラウドサービス
（ヤフー入稿センター）

369,816 31.5 335,994 28.7 △33,821 △9.1

 合計 1,173,543100.01,170,760100.0 △2,782 △0.2

（注）１. 拡販サービス　　：拡販することを前提とした標準型システム・アプリケーションの月額利用料等。

２. 拡販サービス以外：拡販サービスをベースに、個々の顧客仕様に受託開発したシステム・アプリケーションの

月額利用料等。
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平成23年４月～９月におけるクラウドサービスの総顧客数の推移は以下のとおりであります。

　 平成23年

  4月 5月 6月  7月  8月  9月

社数　 1,337 1,348 1,361 1,342 1,343 1,367

店舗数　 1,918 1,929 1,951 1,939 1,969 2,016

（注）物販等のサービスを除く

平成23年４月～９月におけるクラウドサービスの顧客平均月額単価の推移は以下のとおりであります。

　
平成23年

4月  5月  6月  7月  8月  9月 

１社あたり顧客平均月額単価（円） 92,10091,30094,70095,20095,40095,400

１店舗あたり顧客平均月額単価（円） 64,20063,80066,00065,90065,10064,700

（注）物販等のサービスを除く、「当月のクラウドサービス売上高」を「当月のクラウドサービス顧客数（社数、店舗

数）」で除した数値で、100円未満を切捨てにしております。

（不動産事業）

当社の100％子会社である株式会社いい生活不動産については、主に当社従業員とその家族向けの福利厚生サービ

ス（住宅紹介支援サービス等）を中心とした事業運営をしてまいりました。

　当第２四半期連結累計期間においては、売上高は1,200千円（前年同期比33.3％減）、営業利益は177千円（前年同期

比44.9％減）となっております。

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間の現金及び現金同等物（以下「資金」という）の期末残高は、694,568千円（前第２四

半期連結累計期間の資金期末残高595,514千円）となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は

次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金は、当第２四半期連結累計期間において231,833千円の増加（前年同期243,067千円の増加）

となりました。主な収入は、税金等調整前四半期純利益148,154千円、減価償却費181,496千円、売上債権の減少額

33,742千円等であり、主な支出は、法人税等の支払額128,535千円、未払消費税等の減少額19,917千円等であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金は、当第２四半期連結累計期間において188,322千円の減少（前年同期214,264千円の減少）

となりました。収入は、敷金及び保証金の回収による収入26,222千円であり、主な支出は、有形・無形固定資産の取

得による支出214,431千円等であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金は、当第２四半期連結累計期間において72,614千円の減少（前年同期58,170千円の減少）と

なりました。主な支出は、配当金の支払額66,974千円、ファイナンス・リース債務の返済による支出5,456千円等で

あります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに発生した事

項はありません。

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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(5）主要な設備

①当第２四半期連結累計期間において、当社が取得した主要な設備は次のとおりであります。

事業所名
(所在地)　

セグメントの名称　 設備の内容　
帳簿価額（千円） 従業員数

（人）リース資産 合計
本社
（東京都港区）

クラウドソリュー
ション事業

クラウドサービス提供
用サーバ（注）1

94,193 94,193 －

（注）１．当社クラウドサービス（統合不動産ツール「ＥＳいい物件Ｏｎｅ」）に係るサーバの新設であります。

２．上記金額には消費税等は含んでおりません。

②当第２四半期連結累計期間において、前連結会計年度末ににおいて計画中であった重要な設備の新設等について、

重要な変更があったものは、以下のとおりであります。

クラウドソリューション事業における当社クラウドサービス（統合不動産ツール「ＥＳいい物件Ｏｎｅ」）の

開発については、平成23年10月完了予定から平成24年３月以降完了予定に開発計画を延長しております。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 263,832

計 263,832

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 71,433 71,433
東京証券取引所
（マザーズ）

当社は単元株制
度は採用してお
りません。

計 71,433 71,433 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成23年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数（株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～
平成23年９月30日 

126 71,433 350 624,261 350 714,029

（注）新株予約権の行使による増加であります。
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 中　村　 清　高 神奈川県横浜市泉区 8,432 11.80

 前　野　 善　一 東京都世田谷区 8,432 11.80

 塩　川　 拓　行 東京都港区 8,432 11.80

 北　澤　 弘　貴 東京都港区 8,432 11.80

 ヤフー株式会社 東京都港区赤坂９-７-１ 3,330 4.66

 久　野　 悦　章 東京都品川区 3,096 4.33

 いい生活従業員持株会 東京都港区南麻布５-２-32 2,762 3.86

 兼　 英　樹 東京都足立区 939 1.31

 浅　野　 益　男 千葉県いすみ市 809 1.13

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１-２-10 586 0.82

計 － 45,250 63.34

（注）１．発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第三位を切り捨てて表示しております。

２．上記のほか、自己株式が3,647株あります。

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式3,647 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式67,786 67,786

権利内容に何ら限定の
ない当社における標準
となる株式でありま
す。

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 71,433 － －

総株主の議決権 － 67,786 －

　

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社いい生活 東京都港区南麻布５-２-32 3,647 － 3,647 5.10

計 － 3,647 － 3,647 5.10
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２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、きさらぎ監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

株式会社いい生活(E05551)

四半期報告書

12/22



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 723,672 694,568

受取手形及び売掛金 217,215 188,525

商品 303 －

仕掛品 227 1,964

前払費用 30,578 33,547

繰延税金資産 32,740 34,773

その他 1,885 3,564

貸倒引当金 △6,026 △5,752

流動資産合計 1,000,595 951,191

固定資産

有形固定資産

建物附属設備 44,198 44,198

減価償却累計額 △24,042 △25,634

建物附属設備（純額） 20,156 18,563

工具、器具及び備品 426,515 430,707

減価償却累計額 △333,176 △355,452

工具、器具及び備品（純額） 93,338 75,255

リース資産 － 106,043

減価償却累計額 － △5,502

リース資産（純額） － 100,540

有形固定資産合計 113,494 194,360

無形固定資産

商標権 1,087 982

ソフトウエア 836,183 739,497

ソフトウエア仮勘定 53,894 188,711

無形固定資産合計 891,165 929,190

投資その他の資産

出資金 30 30

ゴルフ会員権 30,163 30,163

敷金及び保証金 142,223 115,778

破産更生債権等 5,111 5,059

長期前払費用 4,858 4,127

繰延税金資産 3,368 3,505

貸倒引当金 △5,096 △5,059

投資その他の資産合計 180,659 153,604

固定資産合計 1,185,318 1,277,155

資産合計 2,185,913 2,228,347

EDINET提出書類

株式会社いい生活(E05551)

四半期報告書

13/22



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

未払金 144,070 120,792

リース債務 － 21,075

未払法人税等 133,444 78,430

前受金 40,435 45,488

預り金 9,284 11,485

賞与引当金 39,319 39,720

事業整理損失引当金 － 16,000

その他 21,206 15,079

流動負債合計 387,760 348,073

固定負債

リース債務 － 79,511

預り保証金 55,322 49,699

固定負債合計 55,322 129,210

負債合計 443,083 477,284

純資産の部

株主資本

資本金 623,911 624,261

資本剰余金 713,679 714,029

利益剰余金 539,286 547,703

自己株式 △134,046 △134,930

株主資本合計 1,742,830 1,751,063

純資産合計 1,742,830 1,751,063

負債純資産合計 2,185,913 2,228,347
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 1,173,243 1,170,640

売上原価 465,162 411,315

売上総利益 708,081 759,325

販売費及び一般管理費 ※
 496,674

※
 591,458

営業利益 211,406 167,866

営業外収益

受取利息 312 199

貸倒引当金戻入額 － 275

雑収入 39 131

営業外収益合計 351 606

営業外費用

支払利息 － 95

支払手数料 54 6

営業外費用合計 54 101

経常利益 211,703 168,372

特別利益

貸倒引当金戻入額 164 －

特別利益合計 164 －

特別損失

貸倒損失 828 －

事業整理損 － 4,217

事業整理損失引当金繰入額 － 16,000

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 2,559 －

特別損失合計 3,388 20,217

税金等調整前四半期純利益 208,480 148,154

法人税、住民税及び事業税 100,353 74,214

法人税等調整額 △3,687 △2,170

法人税等合計 96,666 72,044

少数株主損益調整前四半期純利益 111,814 76,110

四半期純利益 111,814 76,110

EDINET提出書類

株式会社いい生活(E05551)

四半期報告書

15/22



【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 111,814 76,110

四半期包括利益 111,814 76,110

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 111,814 76,110
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 208,480 148,154

減価償却費 133,267 181,496

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,088 △311

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,115 401

事業整理損失引当金の増減額（△は減少） － 16,000

受取利息及び受取配当金 △312 △199

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 2,559 －

支払利息 － 95

事業整理損失 － 4,217

売上債権の増減額（△は増加） △2,145 33,742

破産更生債権等の増減額（△は増加） 5,278 52

たな卸資産の増減額（△は増加） △405 △1,411

未払金の増減額（△は減少） △7,607 △5,514

未払消費税等の増減額（△は減少） △11,937 △19,917

預り保証金の増減額（△は減少） △11,626 △5,622

その他 10,372 9,081

小計 324,949 360,263

利息及び配当金の受取額 317 200

利息の支払額 － △95

法人税等の支払額 △82,199 △128,535

営業活動によるキャッシュ・フロー 243,067 231,833

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △13,975 △4,192

無形固定資産の取得による支出 △201,734 △210,238

敷金及び保証金の回収による収入 1,445 26,222

敷金及び保証金の差入による支出 － △114

投資活動によるキャッシュ・フロー △214,264 △188,322

財務活動によるキャッシュ・フロー

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △5,456

株式の発行による収入 500 700

自己株式の取得による支出 △7,662 △884

配当金の支払額 △51,007 △66,974

財務活動によるキャッシュ・フロー △58,170 △72,614

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △29,367 △29,103

現金及び現金同等物の期首残高 624,882 723,672

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 595,514

※
 694,568
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

（事業整理損失引当金）

当社は、平成23年８月23日開催の取締役会において、ヤフー株式会社と契約している「Yahoo!不動産入稿センターにお

ける業務委託契約」について、平成23年11月末日をもって終了する契約を締結する旨を決議し、同日付けで本業務委託契

約に関する終了契約書を締結しております。

上記、契約の終了に伴い発生する損失の見積額を、事業整理損失引当金として計上しております。

　

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料手当 184,322千円

賞与引当金繰入額 21,656 

貸倒引当金繰入額 1,408 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料手当 214,216千円

賞与引当金繰入額 23,053 

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 595,514

現金及び現金同等物 595,514

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 694,568

現金及び現金同等物 694,568

　

EDINET提出書類

株式会社いい生活(E05551)

四半期報告書

18/22



（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月23日

定時株主総会
普通株式 52,128 800 平成22年３月31日 平成22年６月24日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 67,694 1,000 平成23年３月31日 平成23年６月27日利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 クラウドソリュー
ション事業 不動産事業 合計

売上高             

外部顧客への売上高 1,173,243 － 1,173,243

セグメント間の内部売上高又は振替高 300 1,800 2,100

計 1,173,543 1,800 1,175,343

セグメント利益 210,466 322 210,788

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額
報告セグメント計 210,788

セグメント間取引消去 618

四半期連結損益計算書の営業利益 211,406

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 クラウドソリュー
ション事業 不動産事業 合計

売上高             

外部顧客への売上高 1,170,640 － 1,170,640

セグメント間の内部売上高又は振替高 120 1,200 1,320

計 1,170,760 1,200 1,171,960

セグメント利益 167,161 177 167,338

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額
報告セグメント計 167,338

セグメント間取引消去 528

四半期連結損益計算書の営業利益 167,866

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

（金融商品関係）

当第２四半期連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価と

の差額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 1,716円42銭 1,124円15銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 111,814 76,110

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 111,814 76,110

普通株式の期中平均株式数（株） 65,144 67,705

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 1,616円26銭 1,101円01銭

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 4,037 1,423

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－　

平成17年６月28日臨時株主総会

決議による新株予約権500個、

1,500株については、平成23年３

月31日をもって権利行使期間満

了により失効いたしました。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月７日

株式会社いい生活

取締役会　御中

きさらぎ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士  後 　宏治　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 安田　雄一　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社いい生活の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社いい生活及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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